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研究成果の概要（和文）：一般地域住民疫学調査において、むずむず脚症候群につき調査を行った。2000名を超
える住民が対象となり、国際むずむず脚症候群研究斑による診断基準により診断した。日本における既報の研究
結果よりもやや多くなっている可能性が考えられた。わが国のむずむず脚症候群の有病率を包括的な健診成績を
解析することで明らかにした。今後むずむず脚症候群の認知度を高めて、積極的に診断・治療の介入が必要であ
ると思われた。

研究成果の概要（英文）：Survey on the restless legs syndrome was carried out in the general area 
resident epidemiological study. More than 2000 residents were included and diagnosed according to 
diagnostic criteria based on International Restless Legs Syndrome Study Group. It seemed possible 
that it was somewhat larger than previously reported study results in Japan. The prevalence of 
restless legs syndrome in our country was clarified by analyzing comprehensive medical examination. 
It seemed that diagnosis and treatment are needed positively by raising awareness of restless legs 
syndrome in the future.

研究分野： 睡眠、疫学
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１．研究開始当初の背景 
む ず む ず 脚 症 候 群 (Restless legs 

syndrome: RLS)は不眠をきたしうる疾患であ
るが、本邦では未だ認知度が低く、未治療で
放置されている患者が多い。RLS の原因は脳
内鉄代謝関連の神経障害が疑われているが、
詳細は不明である。 
 
２．研究の目的 
福岡県久山町地域住民において、一般住民

のRLSの罹患状況を詳細に把握するとともに、
RLS の罹患と生活習慣病データおよび心筋梗
塞などの血管障害を中心とした包括的な関
連性調査を実施することにより、RLS の一般
住民での有病率を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 福岡県久山町地域住民を対象にむずむず
脚症候群（RLS）の有病率調査を行った。調
査は、RLS が疑われる症状、RLS の治療状況
に関する質問票を用いて保健師が一次調査
を行った。さらに、一次調査で RLS が疑われ
た方を対象に、医師による問診と診察を行い、
RLS の有無を診断した。二次調査では、現在
の睡眠時間、VAS スケールによる RLS 症状の
困惑度、内服薬の摂取状況等を調査した。同
時に既往歴、家族歴、飲酒歴、喫煙歴を聴取
し、採血、検尿を行った。RLS の診断は、
International Restless Legs Syndrome 
Study Group（IRLSSG）による診断基準に基
づいて行った。なお、IRLSSG 診断基準は 2003
年、2005 年、2014 年に改訂されたため、そ
れぞれの診断基準を用いて有病率を算出し
た。2014 年の診断基準では、診察上明らかに
mimic が疑われた症例（n=3）は解析から除外
した。 
 
４．研究成果 
 40 歳以上の住民 2452 名（男性 1067 名：
43.5％、女性 1385 名：56.5%）において調査
を行った。その結果、RLS の有病率は、2003
年、2004 年、2014 年の診断基準において、
それぞれ、2.7%、4.2%、4.1%であった。 
現在までに報告された日本のRLS疫学調査

論文では、RLS の有病率は 0.96%～4.0％と
様々な報告がなされているが、診断基準の変
化、電話調査、質問票や面接での調査方法の
違い、対象年齢、調査場所などにより、有病
率の相違がでている可能性がある。質問票の
みの調査は、比較的有病率が高くなる傾向が
ある。また、高齢者が対象になると有病率は
低くなる傾向がある。女性は男性よりも明ら
かに有病率が高い傾向にある。 
今回の研究では、対象が比較的若く、女性

が男性よりもやや多い傾向から、既報よりも
有病率が高くなった可能性が考えられる。ま
た、既報の 3 つの研究よりも田舎ではなく、
都会の傾向があることからも有病率が増加
した要因も考えられた。 
 

 本研究では、わが国の地域住民におけるむ
ずむず脚症候群の有病率を明らかにした。 
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